














東大 ･教養 奥 通 敬
ァモルフアス磁性体は,大別して2種に分類できる三),2)磁歪や,局所誘導磁気異方性
Table I 軟磁性と硬磁性
軟 磁 性 硬 磁 性
合 金 稀土類金属と半金属CoPなど 重稀土類金属と遷移金属又は貴金属TbAg'DyAg,T二bFeZなど
支 配的な項 交換相互作用のゆらぎ(AJi).) 異方性のゆらぎ(D)
相 転 移 2次転移 N>N =3.9では2次転移
強磁性 C(強磁性 )N>Ncではスピン.グラス
自発磁化 と suppressed muchsuppressed







HH i<E,(JLJAJt,)SL･Sr D∑(毛 ･雪)2-尋 ･∑雪 ,乙 乙
ここにJ >0で,ゆらぎAJLjの分布はGauss型で,その配位平均 [････〕はり




















N AJiJ H RererenceS Sma11ー D→ L-arge
MeanFleld -3 0 ′0 Harr.lseta1.叫) (1973) ､ F ＼
MeanFleld 3 0 〆0 cochraneet a l.5) (1975) F NL
MeanFleld 3 0 _〆0 HarrlsandZobln7)(1977) F NL
MeanFleld 〕 0 〆0 Callenetal." (1977) く F ＼
MonteCarlo 3 0 〆0 cblandAlben9) (1977) く F ＼
A.G.Rep.llca ヱ2 0 0 chenandLubensky10t1977) NL
MeanFleld 3 0 ≠0 patterSOneta1.ll)(19 7 8 ) ＼ F >
MOnteCarlo 3 0 ≠0 HarrlsandSu.ngl2)(1978) F
Perturbation ヱ2 0 0 pe lcovlt之eta1.13日 197U;82) く NL >
MonteCarlo 3 0 0 chlandEga Jnilq) (1979) NL
MonteCarlo 3 0 ≠0 Jayaprakashetall5h980) NL
Ben.GroupRadomFleld ヱ2 0 ≠0 AharonyandPytte161 1980) NL
■
MeanField 3 0 0 Derrldaeta1.17) (1980) く F >
1/NExpaLIS10n ○ ′0 メ? Glnzburg18) (1981) ノ NL ＼
氏.G.Repllea1/NEXan81on ○ 0 ′0 Gold8Chmldt19) (1983) / NL >
Ken.FleldTh.Rpllca azも1-tZ叩 ′0 0 oku20) (1983)i::of::蒜 ~`7'u;誓 ':::三:,.千
氏.G.Repllea1/NExanslon largeN 0 ′0 Goldschmldt21) (1984) < NL >



















































p(JL,)-広 戸 expトNJL,2/272〕, (1)
--チ
に限定し,§1ではS -S とした時,即 Ising系から Heisenberg系-移った時導入される～ニ ～
非対角項のもたらす量子効果を,§2ではSKJsingモデルに加えられた横磁場による量子効果
を述べる｡ 伝導電子など他の自由度による量子効果には触れない｡
§1. SK-Heisenbergモデル
良く知られているように,最近接スピン間にのみ強磁性相互作用の働 く正方格子は, Ising
モデルではTcが存在するが,Heisenbergモデルでは転移がない｡立方格子ではどちらにもTc
が存在するが,後者のTcの方が前者より低いoスピングラスでも, Heisenbergモデルになる
とスピングラス凍結は量子効果のため生 じないのではないか,という懸念が出されたが2,)Tc
は低下するものの結局凍結が生ずることが結論された.3),4)ここでは Bray-Moore3) のレプリカ
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